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口話

（3月1日現在》

男　24，144人

女27，235人

計51，379人

世帯数
　　　14．603

20人増

48人増

68人増

18増
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○
…
…
…
と
じ
て
お
く
と
便
利
で
す
…
…
…
○

り
っ
ぱ
な
社
会
人
に

就
職
者
激
励
大
会
ひ
ら
く

　
二
と
し
も
ま
た
進
学
、
就
職
シ
ー
ー
ズ
ン
が
や
一
．
て

き
ま
し
た
。

　
こ
と
し
市
内
の
中
学
校
新
卒
者
は
九
百
四
↑
七
山

で
、
こ
の
う
ち
百
十
八
人
が
自
営
あ
る
い
は
県
内
外

．
の
企
業
に
就
職
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
、

　
一
一
．
月
十
二
日
、
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
行
わ
れ

た
「
市
内
中
学
校
卒
業
就
職
者
激
励
大
会
」
で
は
、

社
会
に
巣
ム
）
．
っ
て
い
く
前
途
を
祝
し
て
、
市
長
や
多

数
の
来
賓
か
ら
励
ま
し
の
こ
と
ば
を
受
け
ま
し
た
．

　
　
　
（
写
真
は
記
念
植
樹
を
す
る
生
徒
た
ち
．
）
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児
玉
市
政
四
つ
の
基
本
方
針

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り

「
市
民
の
環
境
と
自
然
を

ま
も
る
条
例
」
の
制
定
な
ど

　
す
へ
て
の
市
民
が
安
全
て
快
適
な
環

境
と
生
き
が
い
を
感
じ
、
健
康
で
阻
男
、
σ

な
生
玉
を
お
く
る
に
は
、
ま
ず
、
住
宅

上
下
水
道
、
清
掃
施
設
、
公
園
緑
地
な

ど
の
環
境
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
て
し

ょ
う
。

　
自
然
と
人
間
と
の
健
全
な
調
和
を
図

り
つ
つ
、
市
民
の
住
み
よ
い
生
盾
環
境

を
、
市
と
市
民
全
体
の
責
任
に
お
い
て

確
保
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
将
来
の

市
民
に
う
ナ
つ
い
て
い
く
と
い
う
基
本

理
念
に
た
っ
て
、
「
市
民
の
環
境
と
自

然
を
ま
も
る
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た

　
さ
し
あ
た
っ
て
、
　
「
市
の
木
』
を
選

び
、
街
路
並
木
を
植
え
、
刮
画
的
な
緑

化
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
市
街
地
沿

道
に
ワ
ラ
ワ
ー
ポ
，
、
ト
式
の
も
の
を
設

置
す
る
な
ど
市
民
生
活
に
安
ら
y
、
・
と
自

然
保
護
に
対
す
る
意
識
の
尚
揚
こ
努
め

る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

　
環
境
整
備
事
業
の
主
た
る
大
王
谷
総

合
開
発
事
業
は
、
森
林
公
園
の
建
設
を

は
し
め
、
大
規
模
な
総
合
体
育
施
設
の

建
設
な
ど
、
ほ
ぼ
順
調
に
進
み
、
本
年

度
は
陸
上
競
技
場
、
野
球
場
の
造
成
工

要
を
い
た
し
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
曾
根
地
区
の
区
画
整
理

事
業
や
都
市
下
水
路
事
業
、
学
校
通
線

舗
装
事
業
等
の
継
続
事
業
を
は
じ
め
、

大
王
西
土
地
区
画
整
理
事
業
、
さ
ら
に

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
も
本
年
度
を
初

年
度
と
し
て
、
い
よ
い
よ
本
格
的
に
事

業
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
、
駅
裏
の
広

場
も
整
備
し
て
駐
車
場
と
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

　
市
民
生
活
に
最
も
関
係
の
深
い
道
路

に
つ
い
て
は
、
一
応
、
市
道
八
路
線
の

整
備
、
舗
装
を
い
た
し
ま
す
。

　
住
宅
対
策
は
、
櫛
の
山
計
画
が
予
定

ど
お
り
完
了
し
た
の
で
℃
本
年
度
は
財

光
寺
の
大
原
団
地
に
六
十
戸
の
建
替
え

計
画
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
懸
案
の
清
掃
施
設
の
う
ち
、

し
尿
処
理
施
設
は
昨
年
度
完
成
し
ま
し

た
が
、
ご
み
処
理
施
設
を
、
い
よ
い
よ

四
十
九
年
、
五
十
年
の
ニ
カ
年
計
画
で

東
郷
町
と
と
も
に
実
施
し
ま
す
。
処
理

能
力
は
一
月
百
ト
ン
、
総
事
業
費
約
四

億
五
千
万
円
を
投
じ
、
本
年
度
は
こ
の

う
ち
本
体
工
事
の
五
十
智
を
実
施
す
る

予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
健
康
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は

保
健
所
、
医
師
会
な
ど
と
連
絡
を
密
に

し
な
が
ら
衛
生
思
想
の
普
及
徹
底
、
成

人
病
予
防
相
談
等
、
市
民
の
健
康
管
理

の
推
進
を
は
じ
め
、
母
子
保
健
対
策
と

し
て
保
健
推
進
委
員
の
訪
問
活
動
の
積

極
化
を
図
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

国
保
財
政
が
相
当
き
び
し
い
も
の
に
な

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
諸
改
善
、
強

化
を
は
か
っ
て
、
被
保
険
者
の
負
担
軽

減
と
給
付
改
善
に
つ
と
め
助
産
費
、
葬

祭
費
を
引
き
あ
げ
る
こ
と
に
い
た
し
ま

　
三
月
の
定
例
市
議
会
は
、
三
月
九
日
、
開
会
さ
れ
ま
し
た
．

　
「
三
月
定
例
市
議
会
」
は
、
新
年
度
の
市
行
財
政
を
決
め
る
議
会
。

児
玉
市
長
は
、
昭
和
四
十
九
年
度
日
向
市
政
の
基
本
方
針
と
重
点
施
策
に
つ
い

て
、
「
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
」
、
「
地
域
産
業
の
振
興
」
、
「
教
育
施
設
の

整
備
充
実
」
、
「
社
会
福
祉
対
策
の
増
進
」
の
基
本
方
針
を
し
め
し
、
市
政
の

進
展
に
一
層
努
力
す
る
と
の
へ
ま
し
た
。

　
重
点
施
策
に
つ
い
て
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
よ
う
。

　
な
お
、
今
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
干
あ
、
四
月
号
で
わ
知
ら
せ
い
た

し
ま
す

す
。　

公
害
防
止
に
つ
い
て
は
、
公
害
防
止

条
例
の
厳
正
な
る
運
用
と
公
害
防
止
協

定
を
活
用
し
て
公
害
の
未
然
防
止
に
努

め
、
さ
ら
に
「
市
民
の
環
境
と
自
然
を

ま
も
る
条
例
」
と
合
わ
せ
て
公
害
機
器

の
充
実
を
図
り
、
公
害
の
実
態
の
早
期

は
握
に
努
め
る
な
ど
、
公
害
行
政
の
究

極
の
目
的
で
あ
る
市
民
の
健
康
て
文
化

的
な
生
活
を
確
保
す
る
こ
と
に
最
大
の

努
力
を
払
う
こ
と
と
h
た
し
ま
す
．
．

　
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
道

に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
ガ
ー
ト
レ
ー
ル
の

地
域
産
業
の
振
興
対
策

設
置
や
歩
道
の
新
設
等
の
整
備
を
行
い

交
通
安
全
教
室
を
開
設
す
る
な
ど
、
市

民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
交
通
安
全
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
に
努
め
、
消
費
生
活
に

つ
い
て
は
、
か
し
こ
い
消
費
者
つ
く
）

に
具
体
的
諸
策
を
推
進
し
て
ま
い
う
ま

す
。　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
権
現
原
浄

水
場
の
浄
水
整
備
の
拡
張
と
配
水
設
備

を
ゴ
里
占
川
的
に
准
」
め
、
美
々
津
げ
簡
易
水
馳
逼

に
あ
っ
て
は
、
水
源
設
備
の
改
良
を
し

給
水
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

農
業
基
盤
の
整
備
や

遊
歩
道
の
新
設
な
と

　
つ
ぎ
に
「
地
域
産
業
の
振
興
対
策
」

で
す
が
、
ま
ず
緊
要
な
こ
と
は
、
や
ば

り
農
業
基
盤
の
整
備
を
し
、
所
得
の
大

き
い
農
業
に
し
な
3
れ
ぽ
な
う
ま
せ
ん

　
そ
れ
に
は
農
業
振
興
地
域
整
備
謡
言

に
よ
る
第
二
久
旨
煮
構
造
改
善
拝
災
を

は
じ
め
国
営
農
地
開
発
事
業
、
き
ら
に

．
硬
業
生
産
地
と
消
費
地
を
直
接
結
ふ
、

広
域
大
型
農
道
の
整
備
を
引
き
続
い
て

行
h
ま
す
．
．
ま
た
、
本
年
は
国
営
農
地

開
発
事
業
参
加
農
家
り
経
営
合
理
化
の

剛、

j
と
つ
と
し
て
養
蚕
わ
よ
ぺ
）
果
樹
関
係
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の
協
業
施
設
丁
子
ル
ニ
エ
ー
イ
年
度
か
ら
実

施
す
る
た
め
の
調
査
を
い
た
し
ま
す
。

　
団
体
営
農
道
整
備
事
業
や
農
道
整
備

受
託
事
業
も
年
次
計
画
に
基
づ
き
行
い

五
十
五
年
度
着
工
予
定
の
秋
留
地
区
ほ

場
整
備
事
業
の
調
査
や
塩
見
地
区
の
地

籍
調
査
を
昨
年
に
引
き
続
き
行
っ
て
ま

い
う
ま
す
。

　
畜
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
多
頭
化
飼

育
の
推
進
と
保
留
牛
の
飼
育
奨
励
、
肥

倉
去
勢
牛
導
入
な
ど
を
行
い
、
畜
産
公

告
防
止
に
つ
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
積
極

的
に
取
う
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
第
四
次
公

有
林
施
業
計
画
に
基
づ
く
植
林
、
保
育

藤
．
掌

鞭

難　
　
口
述

7
ご絶

を
夏
施
す
る
ほ
か
v
森
味
柄
i
口
虫
ス
キ

ハ
？
二
の
防
除
を
行
う
と
と
も
▼
一
海
岸

保
安
林
の
松
く
い
虫
防
除
を
実
施
し
ま

す
、
ま
た
、
林
道
は
、
仏
川
内
林
道
を

整
備
い
た
し
ま
す
．

　
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
’
押
協

と
と
も
に
、
漁
場
の
環
境
保
全
、
水
産

資
源
の
保
護
増
繁
殖
を
行
う
ほ
か
、
く

る
ま
え
び
等
の
栽
培
漁
業
の
促
進
、
泊

船
装
備
の
高
度
化
、
漁
場
の
開
拓
等
、

生
産
基
盤
整
備
事
業
に
対
し
て
一
部
助

成
を
い
た
し
ま
す
。

　
中
小
企
業
の
振
興
対
策
に
つ
い
て
ぽ

昨
年
実
施
し
た
商
店
街
再
開
発
に
つ
い

て
の
専
門
家
の
診
断
結
果
を
も
と
に
時

代
の
冒
用
に
応
し
た
魅
力
あ
る
商
店
街

つ
く
、
に
努
め
、
中
小
企
業
労
働
者
対

教
育
施
設
の
整
備
充
実

宋
b
業
や
中
小
企
叢
げ
回
獲
化
舞
・
禾
を
す

す
み
、
有
の
特
別
小
口
融
資
制
曳
の
蝿

金
蓮
の
大
巾
な
増
額
と
保
証
料
の
全
細

市
負
担
な
ど
利
用
者
の
増
大
を
図
）
、

時
流
に
即
応
し
た
制
度
と
い
た
し
ま
す

　
観
光
対
策
に
つ
い
て
は
、
き
し
あ
同
量
－

っ
て
本
年
度
は
、
お
倉
が
浜
海
水
浴
場

の
整
備
や
船
待
海
岸
遊
歩
道
の
新
設
の

ほ
か
、
国
定
公
園
の
指
定
に
伴
い
観
光

開
発
も
進
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
、
健

全
な
る
民
間
資
本
に
よ
る
観
光
開
発
に

は
、
で
き
る
だ
け
の
協
力
を
惜
し
み
ま

、
～
・
ん
が
、
開
発
が
自
然
破
壊
に
結
州
、
）
つ

え
な
い
よ
う
厳
に
注
意
を
怠
ら
ず
、
美

し
い
日
豊
海
岸
を
子
孫
に
残
す
た
め
夢

人
の
努
力
と
万
全
の
対
策
を
薄
し
た
、

と
思
い
ま
す
。

体
育
館
の
新
設
や

　
　
　
　
寝
た
き
り
児
童
の
訪
問
教
室
な
ど

　
つ
き
に
「
教
育
施
設
の
整
備
充
実
」

で
あ
り
ま
す
が
、
人
づ
く
り
は
学
校
教

育
、
家
庭
教
育
、
社
会
教
育
と
あ
ら
♪

る
場
を
通
し
て
展
開
さ
れ
ま
す
が
、
こ

の
．
二
つ
の
教
育
を
有
機
的
に
、
し
か
も

総
合
的
に
強
く
推
進
し
て
い
か
な
け
れ

ば
、
こ
れ
か
ら
の
高
度
社
会
に
対
』
一
5
し

得
る
知
識
と
心
豊
か
な
人
間
形
成
を
目

指
す
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
や
は
）
幼
児
教

育
か
ら
老
人
教
育
ま
で
の
生
涯
教
育
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
、

　
本
年
度
は
、
日
知
屋
小
学
校
の
新
増

築
、
大
王
谷
小
学
校
屋
内
運
動
場
お
よ

へ
）
細
島
、
塩
見
両
小
学
校
と
岩
脇
中
学

校
に
そ
れ
ぞ
れ
プ
ー
ル
の
新
設
、
岩
脇

中
学
校
の
用
地
購
入
等
を
行
い
ま
す
．

ま
た
、
言
語
治
療
教
室
の
活
用
を
本
年

度
か
ら
市
内
全
域
に
拡
大
す
る
と
と
も

に
、
身
体
障
害
児
等
で
歩
行
困
難
な
寝

た
き
り
の
本
当
に
恵
ま
れ
な
い
墨
取
を

対
象
に
週
二
回
教
師
が
直
接
家
庭
を
訪

麟
簿
鎌
鋳
議

た
。
社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
各
種
成
人

講
座
の
開
設
や
、
勤
労
青
少
年
ホ
…
ム

に
お
け
る
講
座
、
教
室
を
拡
大
す
る
な

こ
宰
よ
教
育
の
鉱
興
を
図
，
虹
h
こ
ぜ

h
モ
す
　
社
会
冷
倉
に
つ
、
’
二
、
、
斜

ゑ
体
育
団
体
の
組
織
の
強
化
と
指
餅
者

の
養
成
に
努
め
、
相
互
の
塵
土
を
深
力

な
か
ら
有
機
的
な
指
導
体
制
の
確
」
y
を

図
る
と
と
も
に
、
た
れ
も
が
気
軽
に
楽

社
会
福
祉
対
策
の
増
進

7
し
ノ
、
目
日
ヤ
工
的
「
卜
参
㎞
賀
㌔
く
；
9
ス
山
、

ノ
ノ
ノ
ー
　
ノ
ヨ
ノ
の
昌
及
あ
る
い
ま
，
旭

域
や
職
場
に
多
く
の
ク
ゥ
ー
フ
を
つ
く

り
、
．
践
技
水
準
の
向
レ
こ
も
努
り
し
た

、
と
旧
記
い
製
す
。

医
療
費
の
助
成
や

　
　
　
　
　
災
害
弔
慰
金
制
度
新
設
な
ど

　
つ
き
は
「
社
会
福
祉
対
策
の
増
進
」

て
’
の
－
，
‡
土
ヲ

　
健
験
で
募
ら
し
ょ
h
牛
盾
、
そ
れ
犠

市
民
す
へ
て
の
願
い
で
あ
）
ま
す
．

　
市
と
し
て
も
福
耕
優
先
に
基
調
を
お

き
、
’
、
き
る
セ
3
の
施
策
を
議
し
て
き

ま
し
た
が
、
本
年
殴
も
国
の
施
策
に
あ

わ
せ
、
ま
ず
老
人
福
祉
に
つ
い
て
は
、

市
単
独
の
敬
老
年
金
、
寝
た
｝
、
・
う
老
人

に
対
す
．
Q
見
舞
金
の
増
額
、
家
庭
奉
佳

，
貝
の
増
員
、
そ
の
ほ
か
、
老
人
ク
ラ
ブ

盛
合
会
の
育
成
助
長
を
図
）
、
真
に
生

き
が
い
の
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
騒
動
を

促
進
す
る
た
め
の
運
営
費
を
増
額
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
市
の
社
会
福
祉
事
業

の
発
展
に
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
社
会
福
祉
協
議
会
や
私
立
保

育
所
の
運
営
費
補
助
、
本
年
四
月
開
設

の
社
会
福
祉
法
人
「
ひ
よ
こ
保
育
園
」

の
建
設
補
助
に
つ
い
て
も
相
当
額
を
助

手
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
十
月
か
ら
実

施
し
ま
し
た
身
体
障
害
者
医
療
費
の
助

成
制
壁
に
、
新
た
に
精
神
障
害
者
を
加

え
る
と
と
も
に
重
度
心
身
障
害
児
年
金

を
増
額
す
る
な
ど
重
度
心
身
障
害
者
の

福
祈
の
増
進
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た

　
乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は

新
た
に
県
の
制
度
を
合
わ
せ
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
乳
幼
児
の
健
全
育
成
に

寄
与
す
る
こ
と
に
い
た
し
て
お
り
ま
す

母
子
家
庭
の
つ
な
き
資
金
は
、
利
用
唆

か
高
い
の
て
貸
付
金
の
枠
を
あ
る
程
度

引
き
上
げ
る
こ
と
に
し
、
青
少
年
の
非

行
防
止
、
健
全
育
成
を
は
か
る
た
め
の

事
務
局
組
織
の
強
化
に
つ
と
め
ま
す

　
ま
た
自
然
災
害
に
よ
る
り
災
者
に
対

し
、
災
害
弔
慰
金
や
災
害
援
護
資
金
の

貸
付
け
制
度
を
発
足
さ
せ
、
さ
ら
に
本

制
度
の
適
用
を
受
け
な
い
家
曝
火
災
等

に
よ
る
り
災
家
族
に
つ
い
て
は
、
心
ば

か
り
の
見
舞
金
を
贈
る
制
度
を
市
単
独

事
茉
と
し
て
条
例
化
し
、
国
の
制
度
と

あ
わ
せ
て
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た

　
つ
y
、
・
に
消
防
行
政
に
つ
い
て
は
、
消

助
職
員
の
研
修
の
充
実
に
努
め
、
特
に

予
防
消
防
の
強
化
を
最
高
の
重
点
目
標

と
し
て
取
り
組
み
、
消
防
自
動
車
等
の

消
防
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
予
算

の
増
額
を
行
い
ま
し
た
。
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き
を
つ
け
よ
う
ま
い
に
ち
と
お
る
み
ち
だ
け
ど

春
の
全
国
交
通
安
全
蓮
動

　
春
の
交
通
安
全
運
動
が
四
月
六
日
か

ら
同
月
十
五
日
ま
で
の
十
日
間
い
っ
せ

い
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
ん
ど
の
運
動
で
は
、

ω
歩
行
者
事
故
、
特
に
子
ど
も
（
幼
児

　
お
よ
び
小
学
校
児
童
）
の
事
故
防
止

ω
自
転
車
事
故
防
止

㈹
交
通
安
全
会
の
活
動
強
化

が
重
点
目
標
で
す
。

　
ま
た
、
昭
和
四
十
九
年
交
通
安
全
年

間
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

　
◎
二
五
者
向
け
の
も
の

四
月
六
日
～
四
月
十
五
日

　
　
　
あ
せ
っ
て
る

　
　
　
　
　
今
が
あ
な
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
信
号

　
◎
歩
行
者
向
け
の
も
の

　
　
　
止
ま
り
ま
す

　
　
　
　
　
待
ち
ま
す

　
　
　
　
　
　
車
の
き
れ
る
ま
で

　
◎
子
ど
も
向
け
の
も
の

　
　
　
き
を
つ
け
よ
う

　
　
　
　
　
ま
い
に
ち
と
お
る

　
　
　
　
　
　
　
　
み
ち
だ
け
ど

の
三
つ
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
向
市
内
の
交

通
事
故
は
、
昨
年

一
年
間
で
二
百
九

十
六
件
が
発
生
し

死
者
十
二
人
、
負

傷
者
四
百
六
人
を

出
し
て
い
ま
す
一

　
こ
の
よ
う
な
悲

惨
な
事
故
は
、
こ

と
し
に
な
っ
て
も

依
鉄
｛
》
】
｝
し
’
㌦
激
噛
旧

の
一
途
を
た
ど
っ

て
お
り
、
二
弓
現

在
で
、
す
で
に
一
．
一

十
一
件
が
発
生
、

死
者
二
人
、
傷
者

四
十
人
が
出
て
お
り
ま
す
。

　
お
互
い
が
交
通
ル
ー
ル
を
正
し
く
守

り
、
私
た
ち
の
「
ま
ち
」
か
ら
交
通
事

故
を
な
く
し
ま
し
よ
う
。

〃
重
点
実
施
轟
項
（
全
国
）

ω
ス
ク
ー
ル
・
ゾ
ー
ン
の
整
備
充
実

　
①
交
通
環
境
の
見
回
り

　
②
歩
行
者
用
道
路
の
拡
大

　
③
道
路
の
正
し
い
利
用

　
④
子
ど
も
の
遊
び
場
確
保

　
⑤
安
全
運
転
の
励
行

　
⑥
歩
行
者
用
道
路
へ
の
車
両
乗
り
入

　
　
れ
自
粛

②
自
転
車
利
用
の
安
全
対
策
．
の
推
進

　
①
交
通
規
制
等
の
推
進

　
②
自
転
車
道
の
整
備

　
③
自
転
車
駐
車
場
の
整
備

㈹
交
通
安
全
教
育
の
充
実
強
化

①
地
域
住
民
に
対
す
る
交
通
安
全
教

　
　
育

　
②
子
ど
も
と
母
親
に
対
す
る
交
通
安

　
　
全
教
育

③
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
の
指
導

◎
自
転
荷
r
の
点
検
整
備

　
（
低
老
入
に
対
す
る
｛
父
通
安
全
教
諏
月

　
⑯
運
転
者
に
対
す
る
交
通
安
全
教
育

・
本
市
の
実
施
事
項
（
案
）

qD

�
ﾊ
安
逸
会
の
活
動
育
戎

　
①
各
部
落
の
交
通
安
全
会
の
会
長
と

　
　
代
表
者
を
集
め
て
大
会
を
開
｝
、
、
趣

　
　
旨
の
徹
底

　
②
交
通
安
全
教
室
の
開
設

働
ス
ク
ー
ル
・
ゾ
ー
ン
の
整
備
充
実

　
①
市
内
の
小
学
校
、
幼
稚
園
お
よ
び

　
　
保
育
所
の
周
辺
、
地
域
の
通
学
路

　
　
を
総
点
検
し
整
備
を
図
る
と
と
も

　
　
に
ス
ク
…
ル
・
ゾ
ー
ン
設
定
の
促

　
　
進

㈲
自
転
車
利
用
の
安
全
対
策

　
①
自
転
車
道
路
の
点
検

　
②
自
転
車
不
良
個
所
の
検
査

　
③
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
の
指
導

④
自
動
車
利
用
の
安
全
対
策

　
①
自
動
車
の
運
転
者
、
特
に
県
外
訊
、
”

　
　
・
り
の
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
利
用
者
に
｛
父

　
　
通
安
全
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布
す

　
　
る
な
ど
し
て
安
宕
運
転
、
事
故
防

　
　
止
の
呼
べ
）
か
け

㈲
街
頭
指
導

　
①
市
内
の
小
学
校
、
幼
稚
園
お
よ
び

　
　
保
育
所
に
通
学
通
園
す
る
危
険
な

　
　
場
所
お
よ
び
一
般
歩
行
者
、
自
転

　
　
車
乗
り
の
重
点
指
導

㈲
立
看
板
、
交
通
安
全
の
ぼ
り
の
設
賀

　
①
市
内
の
要
所
に
立
看
板
、
の
ぼ
り

　
　
を
設
置
し
、
交
通
安
ヘ
ヒ
運
動
の
汚

　
　
及
徹
底

の
広
報
活
動

　
①
期
間
中
は
広
報
車
二
台
で
市
内
一

　
　
円
の
P
R

　
②
報
道
機
関
等
に
協
力
を
求
め
て
事

　
　
故
防
止
の
呼
州
．
）
か
け

　
⑧
期
間
中
は
毎
朝
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴

　
　
し
、
運
動
の
周
知
徹
底

　
〔
4
エ
父
通
安
翁
関
…
係
チ
ラ
シ
∂
各
㌧
家
官
q

配
布「

交
通
安
全
会
」
が

結
成
さ
れ
ま
し
た

　
私
た
ち
の
切
な
る
願
い
も
む
な
し
く

交
通
事
故
は
日
ご
と
に
ふ
え
て
お
り
、

も
は
や
警
察
官
の
取
り
締
ま
り
を
強
め

る
だ
け
で
は
、
と
う
て
い
防
ぐ
こ
と
は

困
難
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
交

通
問
題
を
真
剣
に
考
え
立
ち
あ
が
ら
な

け
れ
ば
事
故
は
少
な
く
な
り
ま
せ
ん
．
．

　
た
ぜ
い
ま
、
県
下
で
は
「
交
通
事
故

を
出
さ
な
い
県
民
運
動
」
が
展
開
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
本
市
で
も
交
通
事
故

ゼ
ロ
を
目
ぎ
し
て
昨
年
十
二
月
に
各
区

ご
と
に
八
十
二
の
交
通
安
全
会
が
結
成

ふ
・
㌔
れ
ま
し
た
。

　
市
民
総
ぐ
る
み
で
交
通
安
全
に
つ
い

て
取
り
組
み
、
交
通
安
全
の
き
ま
り
（

各
家
庭
に
配
布
ず
み
）
等
を
勉
強
し
、

ま
た
話
し
合
い
な
ど
を
し
な
が
ら
活
動

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

　
市
で
は
、
交
通
安
窒
教
育
薄
師
を
十

人
委
嘱
し
て
お
り
ま
す
∂
で
、
部
落
等

で
の
交
通
安
翁
教
室
、
交
通
安
全
に
つ

い
一
㌦
の
話
し
合
い
な
ど
に
は
、
ど
し
ど

，
し
鍵
田
用
p
し
’
」
い
ハ
」
翻
∵
’
ご
ハ
」
h
㍉
こ
思
い
＋
激

す
、
．　

そ
し
て
私
た
ち
の
ま
ち
か
ら
交
通
事

故
の
犠
牲
者
を
ひ
と
り
も
出
ン
．
・
な
い
よ

一
つ
に
、
し
お
」
い
↓
o
の
4
」
き
争
、

，
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三
才
児
の

健
康
診
査

該
当
者
は
必
ず
受
診
を

　
満
三
歳
以
上
四
歳
未
満
の
幼
児
を
対

象
に
、
つ
ぎ
の
日
程
で
健
康
診
査
を
行

い
ま
す
。
〃
三
つ
の
子
の
魂
百
ま
で
〃

と
い
う
こ
と
わ
ざ
も
あ
る
よ
う
に
、
こ

の
年
令
は
、
こ
れ
か
ら
発
育
し
て
い
く

う
え
で
、
精
神
的
に
も
身
体
的
に
も
た

い
せ
つ
な
時
期
で
す
。

　
会
場
で
は
、
身
体
の
発
育
状
態
、
病

気
の
有
無
、
歯
の
検
査
の
ほ
か
、
健
康

相
談
や
指
導
も
行
い
ま
す
、
該
当
者
は

　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
一

月
　
　
　
日

四
月
九
日

四
月
十
日

四
月
十
六
日

四
月
十
八
日

四
月
十
九
日

四
月
二
十
三
日

四
月
二
十
五
日

五
月
七
日

五
月
九
日

五
月
十
四
日

場
　
　
所

市
　
細
島
支
所

〃

市
岩
脇
支
所

市
美
々
津
支
所

江
良
公
民
館

松
原
公
民
館

市
役
　
所

　
〃〃〃

昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四

十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
お
子
さ
ん
で
す
か
ら
ぜ
ひ
診
査
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
わ
、
市
保
健
衛
生
課
か
ら
、
該
当

児
の
保
護
者
あ
て
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま

す
が
、
万
一
も
れ
て
通
知
の
な
い
場
合

で
も
、
も
よ
り
の
場
所
で
受
け
て
く
だ

さ
い
。
受
診
の
際
は
母
子
手
帳
を
必
ず

ご
持
参
く
だ
き
い
．

　午1一後．時

〃時
≦間

　時

〃〃〃〃〃〃〃〃

　
　
該
　
　
当
　
　
地
　
　
区

　
細
　
島
　
全
　
域

　
曾
根
、
堀
一
方
、
畑
浦

　
平
岩
　
全
　
域

　
美
々
津
全
域
、
幸
脇
、
飯
谷
、

　
遠
見

　
江
良
、
公
園
通
り
、
向
江
町
、

　
亀
崎
南
、
鶴
町
三
・
四
丁
目
、

　
上
・
下
原
町

　
松
原
、
藤
島
山
一
・
二
区

往
還
、
比
良
、
川
路
団
地
、
山
下

最
舗
一
“
二
㍗
町
馴

　
木
、
画
論
、
花
ケ
丘

．
中
央
、
北
町
「
・
二
区
、
落
草

　
場
、
西
草
場
、
本
谷
、
西
川
内

　
高
見
僑
通
り
、
広
見
、
中
原

　
春
原
町
、
亀
崎
東
・
中
・
北

南
町
、
」
都
町

　
申
町
、
本
町
、
上
町

　
新
羅
市
、
中
村
、
奥
野
、

　
永
佃
、
鳥
ノ
巣
園
地
、
千
束
口

’

囚

罫
加

“
　
．
’

盟1

礁
焔
ぎ
紬

一市と東郷町が覚書調印一一ひ

　
市
と
東
郷
町
の
救
急
業
務
実
施
に
関

す
る
覚
書
の
調
印
式
が
、
き
る
三
月
一

日
午
前
十
時
か
ら
市
長
室
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
調
印
式
は
、
児
玉
市
長
や
小
野
町
長

ら
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
覚
書
を
取
り

か
わ
し
ま
し
た
。

　
覚
書
に
よ
る
と
、
本
市
の
救
急
業
務

に
支
障
が
な
い
場
合
に
限
り
、
①
国
道

3
2
7
号
線
の
東
郷
百
八
重
原
お
よ
び

追
の
内
東
下
ま
で
、
②
県
道
1
7
号
線

の
東
郷
町
坪
谷
本
村
、
③
県
道
庭
々
津

仲
の
原
線
黛
線
お
よ
び
寺
迫
…
で
交
通

事
故
が
発
七
」
し
た
と
㌧
、
、
は
、
本
市
の
救

θ
，
心
車
が
出
動
し
ケ
が
人
な
ど
を
病
院
に

搬
送
す
る
。
ま
た
、
要
請
に
聴
つ
い
て
出

動
し
た
救
急
車
の
燃
料
費
、
救
急
隊
員

の
手
当
な
ど
は
東
郷
町
が
負
担
、
救
急

零
が
事
故
に
あ
っ
た
と
き
の
損
害
は
両

“
巾
町
で
負
担
す
る
。
な
ど
と
な
’
．
て
い

ま
す
．
．

　
な
お
、
日
同
地
区
（
一
市
二
町
五
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
、
姦
庇

毒

∴

’
，．ノい．

　
薦
　
・

．
霧
．
　
　
翻 、

）
で
救
急
車
を
備
え
て
い
る
の
は
本
市

と
北
郷
村
だ
け
．
東
郷
町
で
は
昨
年
か

ら
交
通
事
故
が
激
増
し
て
い
る
た
め
、

本
市
に
協
力
要
請
が
な
↓
・
）
れ
て
い
た
も

の
。
本
市
は
昭
和
四
十
四
年
に
門
川
町

と
も
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
．

河
川
を
き
れ
い
に

　
　
　
　
　
し
ま
し
よ
う

　
河
川
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
重

要
な
役
割
り
を
果
し
て
い
る
ば
か
り
で

な
・
＼
な
つ
か
し
い
想
い
出
や
、
心
に

う
る
お
い
を
写
え
て
く
れ
ま
す
．
．

　
市
内
に
は
、
古
川
や
塩
見
川
な
ど
、

た
く
き
ん
の
河
川
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
河
川
も
一
部
の
心
な
い
人
た

ち
に
し
資
、
て
よ
ご
毒
・
、
れ
て
お
－
』
7
ま
す
．
．

　
私
た
ち
は
、
祖
先
が
残
し
て
く
れ
た

清
ら
か
な
水
の
流
れ
を
よ
ご
す
二
と
な

く
、
い
つ
ま
で
も
・
’
・
噌
れ
い
に
保
ち
た
い

も
の
で
す
．
、

　
市
環
境
保
翁
課
で
は
、
河
川
美
化
お

よ
州
、
）
自
然
愛
護
の
た
め
、
市
内
の
お
も

な
河
川
に
、
二
の
ほ
ど
河
川
美
化
の
立

看
板
を
設
置
し
、
河
川
美
化
運
動
を
呼

略、

j
か
け
て
い
ま
す
、

　
市
民
”
み
な
き
ん
0
2
ご
協
力
に
よ
一
．

’
㌔
、
・
．
・
一
－
↓
段
と
河
川
を
》
、
－
れ
い
に
い

た
し
ま
し
レ
ハ
う
。
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気ノe．。、、．．9、A．鳴ハノ’の．軸ノU。．．’∪「し韓．（．へ，ρ．，ハノ9．．’・ノ’」。．。一」一㍉，～、

コ
も
の
ニ
し
ご
ド
ロ
ロ
ご
ダ
エ
コ
ノ
コ
ち
　
　
う
ト
ご
ニ
も
ド
　
ら
コ

≠～（．
。
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
も新入生への心づか

＝指導と励ましが必要＝

‘
’
　
e
噛
　

　
，
」
，
・
　
，
、
　
％
9
、
　
、
塾
　
9
．
．
も
’
　
．
・
　
冒
’
　
ノ
．
♂
．

　
子
ど
も
を
学
校
に
入
学
さ
せ
る
と
い

う
こ
と
は
、
そ
の
子
が
何
番
目
の
子
ど

も
で
あ
ろ
う
と
も
、
は
じ
め
て
の
子
ど

も
の
と
｝
、
㌔
と
同
じ
よ
う
に
、
親
と
し
て

は
、
大
き
な
「
よ
う
乙
び
」
で
あ
り
、

ま
た
「
不
安
」
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

こ
と
は
、
子
ど
も
自
身
に
と
っ
て
も
同

じ
こ
と
で
し
ょ
う
．
、

　
こ
の
よ
う
な
「
よ
ろ
こ
び
」
は
、
そ

の
ま
ま
「
学
校
は
た
の
し
い
と
こ
ろ
」

と
い
う
印
象
に
結
び
つ
き
ま
す
が
、
い

っ
ぽ
う
、
親
a
「
不
安
」
が
、
子
ど
も

の
「
不
安
」
を
さ
ら
に
か
き
た
て
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
、
せ
r
．
か
く
の

向
学
心
を
摘
み
と
っ
て
し
ま
う
こ
と
に

な
り
、
将
来
へ
の
大
㌧
、
－
な
影
響
を
お
よ

」～’・．へ汎・’・ノソ・，9●．！｝’・．～、・’．八A．咳Aノ噂．．・・！」・．．～、・・ヘへ，・・．へ戸．・．ノ・’・ド、ノ

ぼ
し
ま
す
．
一

　
た
と
え
ば
、
　
「
そ
ん
な
こ
と
が
わ
か

ら
な
け
れ
ば
一
年
生
に
は
な
れ
な
い
よ

…
」
と
か
、
　
「
先
生
に
い
い
つ
け
る
よ

…
」
な
ど
、
学
校
や
先
生
を
引
｝
、
・
合
い

に
出
し
て
こ
き
お
ろ
し
た
り
、
お
ど
し

の
材
料
に
使
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
絶

対
に
さ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

　
学
校
と
い
う
と
、
す
ぐ
「
勉
強
」
と

い
う
呼
び
か
た
で
、
誤
っ
て
「
知
識
」

の
こ
と
の
み
が
頭
に
浮
か
び
が
ち
で
す

が
、
学
校
で
の
「
勉
強
」
の
こ
と
は
、

学
校
を
信
頼
し
て
、
先
生
に
お
ま
か
せ

い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
、
そ
れ
よ
り
も

家
庭
で
は
、
生
活
上
の
基
本
的
な
習
慣

づ
け
に
意
を
注
ぐ
こ
と
の
ほ
う
が
、
よ

り
大
切
な
こ
と
で
し
ょ
う
．
．
た
と
え
ば

①
何
か
い
わ
れ
た
ら
、
は
っ
き
り
返
事

　
が
で
き
る
こ
と
。

②
い
い
た
い
こ
と
が
肇
直
に
い
え
る
ニ

　
一
こ
，

③
人
の
も
の
と
、
臼
分
の
も
の
と
の
区

　　　　新

lll，入

　　、三　，・り，

　　∫　一ナ’

　　11～近

　　　　し

歯
ラニニ

藁
．　ン莞薗

　
別
が
は
っ
｝
、
・
り
で
き
て
、
整
理
整
と

　
ん
が
う
ま
く
で
｝
・
、
る
こ
と
。

④
服
や
下
着
を
ぬ
い
だ
り
着
た
り
、
用

　
便
や
手
洗
い
が
し
つ
か
り
で
き
る
，

な
ど
、
身
の
ま
わ
り
の
始
末
が
人
の
手

を
借
り
ず
に
で
き
る
こ
と
で
す
。

　
最
近
は
、
幼
稚
園
、
保
育
所
な
ど
で

す
で
に
集
団
生
活
に
慣
れ
て
い
る
子
ど

も
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
二
の
機
会
に

も
う
一
度
、
子
ど
も
の
生
活
を
み
つ
め

な
お
し
て
み
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す

　
た
の
し
い
入
学
を
迎
え
る
た
め
に
は

ど
う
い
う
こ
と
に
気
を
つ
け
た
ら
よ
い

か
（
具
体
的
に
は
学
校
か
ら
の
説
明
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
）
を
、
家
族
そ
ろ
っ

て
た
の
し
い
ふ
ん
い
気
の
な
か
で
活
し

あ
い
ま
し
よ
う
，

　
そ
∂
他
、
入
学
前
後
の
心
づ
か
い
と

し
て

O
人
学
前
に
一
度
、
親
と
子
と
い
っ
し

　
ょ
に
自
分
の
通
学
路
を
歩
い
て
み
’
、

　
危
険
な
と
こ
ろ
を
調
べ
て
お
く
．

⑨
学
蔵
主
で
の
所
要
時
間
を
計
っ
て
お

　
く
、
」

③
集
団
登
校
は
班
長
（
ヒ
級
生
）
に
よ

　
（
た
の
ん
で
お
く
．

④
「
，
忘
れ
も
の
」
が
な
い
・
更
う
に
確
が

　
め
る
。
ま
た
「
忘
れ
も
の
」
を
途
中
で

　
忌
い
出
し
、
大
ハ
ヨ
心
ぎ
で
と
う
二
帰
る

　
二
と
4
2
な
い
よ
う
に
ン
、
弧
・
「
る

　
「
人
学
」
と
い
う
こ
と
貼
．
防
、
．
∴
・
ど
…
」

た
ち
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
と
素
’
．
た

く
変
っ
た
環
境
に
お
か
れ
る
わ
弓
■
で

す
．
で
す
か
ら
、
そ
の
生
活
に
堅
（
慣

れ
る
よ
う
指
導
し
、
励
ま
し
て
や
〕
た

い
も
の
で
す
．

〔、一4一“P4－一～　 へ棚

’

、　お
｝●く圭……ミお

　　き
・醗い

鶏

鞭
し｝LL　♂

　3刃k　き

げ評

　t

　
木
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は

寒
ら
な
い
大
切
な
も
の
で
吏
木
木
の

へ
み
ど
り
は
私
た
ち
に
い
こ
い
と
安
ら
ぎ

デ
を
あ
た
え
て
く
れ
ま
す

痔　
市
内
に
は
多
く
の
種
類
の
木
が
生
え

詫
い
ま
す
が
、
そ
の
な
か
で
珍
し
い
木

”
大
き
い
木
、
何
十
年
も
何
百
年
も
風
雪

や
に
た
え
ぬ
い
た
木
、
自
然
の
猛
威
か
ら

〃
私
た
ち
の
生
活
を
守
っ
て
い
る
木
を
紹

に多
し
ま
す

壁
　
み
ん
な
で
こ
れ
ら
の
木
木
を
寸
り
愛

マ
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
桑

熱
く
ろ
が
ね
も
ち
」

心β
　
秋
、
赤
く
丸
い
実
が
枝
光
に
集
ま
’

ニ

へ
て
つ
く
モ
チ
ノ
木
・
に
似
た
常
緑
の
高
木

窮
蝋
大
黙
三
士
臥
　

A‘ジー》デー縄チー触ヂ却ヂ

邑

灘

　　　　　　」　　　　　一　　　　〕　　　　一　　　～　　一　　7　一　　弔｝

馨
稼
ピ
簿
二
四
　

糧
　
薦
謬
諺
枝
　

華
え
㌧
、
泣
数
花
ず
つ
径
四
、
く
り
内
誕

匹
誹
一
躍
黛
惣
が
慧
鍵

花
弁
よ
り
や
や
長
い
四
～
五
本
の
お
し
恥

へ
が
あ
う
、
カ
す
花
の
お
し
べ
は
小
型
サ

て
・
中
央
に
緑
色
球
形
字
房
が
あ
る
恥

・
実
は
径
亨
堤
紅
熟
す
る
》

実
望
た
し
∴
で
案
ン
⊆
、
植
え
2

れ
”
Q
、
樹
安
ゐ
、
り
、
レ
・
シ
U
ち
、
セ
ζ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

ニ
ン
が
取
れ
る
．
材
は
堅
ノ
＼
細
密
で
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

謙
購
鱗
轍
灘
訟

レ
ダ
ひ
い
う

写真は、梶木公民館前の

　「くろがねもち」

、
，
4
　
，
－
　
～
　
・
L
　
ー
ー
－
　
i
J
で
－
釜
・
・

＿く一．〃一乏一一一一一｝峠『一㌣♂一一r一イr♂斗ーチゾ」ミrザー触

昭和49．年3月号

1鐙憲
璽議雪

艶ド〔壌，三

階

　
聯
認

・
駿

箋
　
罰

　家族の一員

　　　　　住みついたトンビ……

　昨年の11月、羽をいためて民家に飛んできた1・ンビが家

族の人たちになつき、近所の話題になっています。このト

ンビをかわいがっているのは公園通りの高本為一きん一家

　　　　　　トンビは名前をミトウトウミと命名しても

議　　　　　　らい、妻のハギノきんが名前を呼ぶと、す

　　　　　　（－近づいてきて大好物．♪ソーセージ、魚な

　　　　　　どをたべ、元気に育ってい賓す。

細島商港で防災訓練

．
誘
勲
．
謬
四
二
こ

ノ
　　　　　　　細島商港で、きる2目19日ミ流出油処理

　　　　　　画策訓練ミが行われました．訓練は午前1C

　　　　　　時商港第1物揚げ場で㌘ンカーが重油荷役

中、ハfフ破損から大量の油が海i二に流出、あわてた乗組

員が船内のストーブを倒し出火…船火事が発生したという

想定　参加した関係機関の人たち約6Cノ＼は、丁番きながら

に訓練を行いました。

　新　　刊

＝図書案内＝

」

響

きが
いは市
　．’・ノ：

　〕図
　ナ　11：

　ト　
びヒ

　し館

　　　、　ノノ

　でつ
　’ぎ
　この
　愛山

　く図
　♪噛’　「竃：

　，　tl

広報ひゆ・うが7

薦ご：

識
．
・
い
四
顧筆

市役所前広場で屋外広告展

　第10回郷土美化屋外広告展は、5日から

7日まで市役所前広場で行われました．

　この広告展は、屋外広告物制作技術の向

上および正しい屋外広告のあり方を一般に

認識きせる目的で毎年行われるもの　こと

しは日鵯海岸や日豊本線電化をテーマにし

たf乍品が多く、交通安全標i瑠ぐパ嗜板も
督，’　　『ア　P　－F　　．か　》　　♪曹

＝「丑’卜’ダアズ　　　　、’
一監一　＿　　、　、＿　一　・　　　N　し　’曽

走る試運転7電車

講謁蟷誼：認謬洲露頭＼
　国鉄では、45年1月から大分県幸崎～南

宮崎周．ハ建化工事を1珪iめており煮したが、

このほど完成…いよいよ4月10月から本格的に電1ヒきれま

す、みんなから親しまれ、馴じみの深かったSしもやがて

姿を消すことになります．

「
〉

　
　
【
小
説
・
随
筆
・
詩
歌
】

　
屑
靭
王
の
家
、
私
刀
犬
は
レ
オ
、
二
い
う

洪
水
は
わ
が
魂
に
及
州
、
）
、
万
葉
た
人
、

ア
ル
キ
ズ
テ
ス
は
陀
・
を
汚
毒
、
㌔
な
い
、
キ

リ
オ
ン
ス
レ
ノ
ー
の
生
活
〉
）
推
理
、
樹
と

害
と
甲
虫
と
、
ぐ
う
た
ら
好
奇
学
、
山

く
び
ノ
オ
ト
、
う
へ
…
氏
は
ン
ジ
ス
々

ン
ス
を
し
た
の
だ
、
し
な
や
か
占
、
」
と
い

、
り
た
か
・
り
ヌ
。
の
、
ハ
へ
は
神
描
球
ド
ソ
や
（
塚

い
、
わ
が
六
道
の
闇
夜
、
花
…
・
力
も
、

骨
肉
の
倫
理
、
千
筐
－
、
花
埋
み
、
．
、
卜

・、

w
の
原
点
、
逃
げ
う
ろ
一
ふ
ス
、
冥
ハ
．

列
島
、
殺
人
幻
野
、
た
滅
亡
、
山
口
糾

一
．
一
代
目
、
現
代
悪
女
伝
、
男
の
乗
、
F
、

葉
恋
歌
、
猫
と
鼠
、
未
来
か
ら
の
f
記

純
愛
記

ヴ

ィ小

ツ六一
ツ法社
収＿
容七会
所四一
　　年
　　版

、

り

　
　
【
生
活
・
娯
楽
】

　
不
老
長
寿
の
秘
密
、
・
四
二
型
人
間
巴
．
r

お
も
ろ
・
い
夫
婦
、
ノ
ー
ト
’
7
ブ
ゥ
海
外

旅
行
、
ヶ
イ
ズ
出
題
の
基
礎
知
識
、
罷

を
射
る
人
、
は
じ
め
て
の
天
文
当
4
．
、
再

現
と
畜
資
㌻
が
み
あ
そ
吋
㌦
茸
鐸

棋
、
ビ
リ
ヤ
ー
ド
教
室
、
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固
定
資
産
課
税
台
帳
の

　
　
　
　
縦
覧
に
つ
い
て

　
昭
和
四
十
九
年
度
分
の
固
定
資
産
税

台
帳
の
縦
覧
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
い
ま

す
の
で
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　
【
本
庁
管
内
】

▽
縦
覧
期
間
肺
四
月
一
日
～
四
月
二
十

　
日

▽
縦
覧
時
間
1
1
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

　
午
後
五
時
ま
で
（
土
曜
は
正
午
ま
で

　
日
曜
は
除
き
ま
す
。
）

▽
縦
覧
場
所
“
市
役
所
税
務
課

　
【
支
所
管
内
】

▽
縦
覧
期
間
1
1
四
月
一
日
～
四
月
五
日

▽
縦
覧
時
間
1
1
午
前
九
時
か
ら
午
後
四

　
時
三
十
分
ま
で
（
土
曜
は
正
午
ま
で

　
日
曜
は
除
き
ま
す
。
）

▽
縦
覧
場
所
臨
細
島
、
岩
脇
、
美
々
津

　
の
各
支
所

検
察
審
査
会
審
査
員
と
は

　
検
察
審
査
員
は
、
交
通
事
故
や
詐
欺

窃
盗
な
ど
の
犯
罪
に
つ
い
て
、
検
察
官

が
犯
人
を
不
起
訴
に
し
た
場
合
、
被
害

を
う
け
た
人
の
申
し
立
て
に
よ
り
検
察

官
の
処
分
が
正
し
い
か
ど
う
か
、
ま
た

は
検
察
事
務
が
公
平
に
行
わ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
を
審
査
す
る
重
要
な
任
務
を

も
ち
、
国
民
の
代
表
者
と
し
て
公
訴
権

の
適
正
な
実
行
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
ま

す
。　

検
察
審
査
員
は
、
衆
議
院
議
員
の
選

挙
権
の
あ
る
人
の
中
か
ら
抽
せ
ん
で
選

定
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
、
検
察
審
査
員
に
選
定
さ
れ
た

の
は
つ
ぎ
の
か
た
で
す
。
任
期
は
七
月

三
十
一
日
ま
で
。

◎
児
玉
森
行
き
ん
腫
財
光
寺
三
四
一
八

　
　
　
番
地
の
四
（
切
島
山
一
区
）

◎
黒
木
嘉
治
さ
ん
1
1
日
知
屋
八
九
九
七

　
　
　
番
地
の
一
（
江
良
区
）

市
奨
学
生
募
集

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
四
十
九

年
度
の
日
向
市
奨
学
生
を
つ
ぎ
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
．

▽
対
象
硅
学
校
教
育
法
に
定
め
る
高
等

　
学
校
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
短

　
期
大
学
お
よ
び
各
種
学
校
に
在
学
す

　
る
人

▽
条
件
1
1
①
本
市
に
引
き
続
き
一
年
以

　
上
居
住
し
て
い
る
人
の
子
弟
、
②
学

　
業
、
品
行
と
も
に
優
秀
で
健
康
な
左

　
③
学
資
の
支
弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ

　
る
人
、
④
交
通
事
故
に
よ
り
保
護
者

　
が
死
亡
し
、
ま
た
は
重
度
の
心
身
障

　
害
者
と
な
っ
た
人
の
子
弟
、

▽
募
集
人
員
お
よ
び
貸
し
付
け
額

　
・
大
学
生
酷
若
干
名
　
月
額
五
千
円

　
・
高
専
（
短
大
）
聾
若
干
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
額
四
千
円

　
・
高
校
　
1
1
若
干
名
　
月
額
三
千
円

▽
手
続
㌧
・
－
睡
奨
学
生
願
書
と
奨
学
生
推

　
せ
ん
調
書
各
一
通
に
、
家
庭
調
書
お

　
よ
び
現
に
在
学
す
る
学
校
長
の
発
行

　
す
る
学
業
成
績
表
を
そ
え
て
市
教
育

　
委
員
会
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
．

▽
募
集
期
聞
”
三
月
五
日
か
ら
四
弓
一

　
日
ま
で
。

国
民
健
康
保
険
証
の

　
検
認
は
す
み
ま
し
た
か

　
現
在
、
み
な
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
日
向
市
国
民
健
康
保
険
の

「
被
保
険
者
証
」
は
、
一
．
一
月
末
日
で
有

効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

　
市
保
険
衛
生
課
で
は
、
今
月
の
三
十

日
ま
で
市
内
の
各
地
日
ご
と
に
巡
回
し

て
、
こ
の
破
保
険
一
毛
の
検
認
を
行
（
．

て
い
ま
す
。

　
検
認
の
な
い
被
保
険
者
証
は
、
四
弓

↓
日
以
降
は
無
効
に
な
り
受
診
’
、
・
き
な

く
な
り
ま
す
。

　
ま
だ
検
認
の
す
ん
で
い
な
い
か
た
は

早
め
に
市
役
所
保
険
衛
生
課
の
窓
口
で

検
認
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

教
養
講
座
受
講
者
募
集

　
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
昭
和

四
十
九
年
度
（
前
期
）
教
養
講
座
の
受

溝
者
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、
働
く
青
少

年
の
い
こ
い
の
場
、
教
養
の
場
で
す
。

ど
う
ぞ
気
軽
に
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
受
講
料
口
無
料
（
材
料
代
は
自
己
負

　
担
）

▽
資
格
1
1
市
内
に
住
ん
で
い
る
（
ま
た

　
は
中
小
企
業
に
勤
務
し
て
い
る
）
二

　
十
五
歳
以
下
の
青
少
年
で
男
女
は
問

　
い
ま
せ
ん
。

▽
受
け
付
け
期
間
既
三
月
末
日
ま
で
．
、

講
　
座
　
名
　
　
期
　
間

着
物
着
付
教
室
四
月
～
六
月

　
　
　
　
　
　
　
一

書
　
道
　
教
　
室

茶
　
道
教
室

い
げ
花
教
室

料
　
理
　
教
　
室

西
月
～
九
月

」
「
　
　
－

　
　
〃

〃〃

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
と

　
　
　
B
C
G
の
日
程

実
　
施

▽
串
し
込
み
方
法
腫
円
し
込
み
用
紙
が

　
勤
労
青
少
年
ホ
：
ム
事
務
室
に
あ
り

　
ま
す
の
で
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

　
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
ゼ
き
い
．

毎
週
月
曜
日

毎
週
火
曜
日

毎
週
水
曜
日

毎
週
木
曜
日

毎
週
金
曜
日

　
市
保
険
衛
生
課
で
は
結
核
予
防
の
た

め
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と
B
C

G
接
種
を
つ
ぎ
の
日
程
で
行
い
ま
す
，

　
り
、
r
ベ
ル
ク
リ
ン
検
査
は
、
堂
後
三
ヵ

月
以
上
満
二
十
九
歳
ま
で
の
人
で
す
、

ッ
反
実
施
月
日

四
月
　
三
　
日

四
月
　
十
　
日

四
月
十
五
日

四
月
二
十
二
日

五
月
　
八
　
日

判
定
、
B
C
G

四
月
　
五
　
日

四
月
＋
二
日

四
月
十
七
日

四
月
二
十
四
日

五
月
　
十
　
日

日
一
時
　
間

　
午
後
七
時
～
九
塒

　
　
　
　
　
　
　
　
一

〃〃〃〃

定
　
員

二
＋
五
込

∵三
丈
…

（
た
だ
し
、
学
校
、
幼
稚
園
、
事
業
所

な
ど
で
定
期
の
検
査
を
受
け
て
い
る
人

は
除
き
ま
す
．
、
）

　
B
C
G
の
接
種
は
、
こ
の
ツ
ベ
ル
ケ

リ
ン
反
応
検
査
の
結
果
、
陰
性
で
あ
・
，

た
人
だ
け
に
行
い
ま
す
一
、
料
金
は
無
料

で
す
。

※
市
役
所
の
予
防
接
種
場
で
は
毎
月
第

　
↓
火
曜
日
（
た
だ
し
、
七
、
八
月
は

　
実
施
し
ま
せ
ん
〉
に
行
な
い
ま
す

時

間

昇　
後

　
時
三
十
分
～
三
時
．

　
「

〃〃〃

　
場
　
　
　
所

市
．
　
．
．
．
…
一
－
一

　
美
々
津
支
所

市
岩
脇
7
支
所

市
細
．
島
支
所

　
松
原
公
民
館

　
江
良
公
民
館
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